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硫黄粉剤50 M2 - - ◎

ベンレート水 1 14 4 イ

アフェットFL 7 1 3 エ エ エ

カナメFL 7 劇 1 4 カ カ

カンタスDF 7 7 3 リ

ケンジャFL 7 14 2 オ オ

パレード20FL 7 1 3 ラ ラ

スクレアFL 11 1 3 エ エ エ

ファンタジスタ顆水 11 7 3 ア ア

ベルクート水 M7 7 3 ダ ダ ダ

ニマイバー水 1・10 14 4 エ エ エ

*1:豆類（種実）…「農薬登録における適用作物名について」(P.42)を参照のこと。

*a:播種前
ア:ダイズ、アズキ、インゲンマメ、エンドウマメ、ラッカセイ、ソラマメを除く
イ:ダイズ、インゲンマメ、エンドウマメ、ラッカセイを除く
エ:ダイズ、ラッカセイを除く
オ:インゲンマメ、ラッカセイを除く
カ:ダイズ、アズキ、ソラマメ、ラッカセイを除く
ダ:ダイズを除く
ラ:ラッカセイを除く
リ:ラッカセイ、アズキ、インゲンマメを除く

※グループ登録から除かれた品目は必ずしも登録が無いわけではありませんので、農薬
ラベルやメーカーホームページ等に記載された適用表をご確認ください。

豆豆類類((種種実実))
*1
(作物群登録)

(野菜類の登録農薬も使用できる。豆類(未成熟)の登録農薬は使用不可)
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エコマスターＢＴ 11A *g - ◎

サブリナFL 11A *g - ◎ オ

ゼンターリ顆水 11A *g - ◎

フローバックＤＦ 11A *g - ◎

スパイデックス - *d - 施 ◎

施 ◎ ◎ チ

◎

施 ◎ ◎ チ

◎

コンフューザーＶ - *f - ◎ コ

フェロディンＳＬ - *h - 雄

カルホス粉 1B *b 1 ダ ダ

スミチオン乳
*2 1B 21 4 ソ ソ ソ ソ ソソ

60 3 イ

*b 1 イ

トレボン乳 3A 14 2 ズ ズ ズ ズズズ ズズ ズ

トレボン粉ＤＬ 3A 14 2 ◎ ◎ ◎ ◎◎◎ ◎ ◎

プレバソンFL５ 28 7 2 ウ

ダントツ溶 4A 7 3 イ

モスピラン顆水 4A 劇 14 3 ママ マ

ディアナＳＣ 5 1 2 ウ ウ キ

コルト顆水 9B 7 3 カ

グレーシア乳 30 14 2 ウ

プレオFL UN 7 2 ララ ら

石灰窒素55 - *c 1 セ
粉衣用ペアーカスミ
ンＤ粉

1B・-
・-

劇 *a 1 イ

豆豆類類((種種実実))
*1
(作物群登録)

(野菜類の登録農薬も使用できる。豆類(未成熟)の登録農薬は使用不可)

ダイアジノン粒５ 1B

スワルスキー - *e -

スワルスキープラス - *e -

*1:豆類(種実)…「農薬登録における適用作物名について」（P.42）を参照のこと。
*2:商品によって作目・害虫の登録が異なる場合があるので必ず商品のラベル等を確認し
てから使用する。
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豆豆類類((種種実実))
*1
(作物群登録)

(野菜類の登録農薬も使用できる。豆類(未成熟)の登録農薬は使用不可)

ア:ダイズ、アズキ、インゲンマメを除く
イ:ダイズ、アズキ、インゲンマメ、ラッカセイを除く
ウ:ダイズ、アズキ、ラッカセイを除く
エ:インゲンマメ、エンドウマメを除く
オ:オオタバコガ、ヨトウムシに適用
カ:ラッカセイを除く

ズ:ダイズ、アズキを除く　
セ:センチュウ類
ソ:ダイズ、アズキ、インゲンマメ、ソラマメを除く
ダ:ダイズを除く　
チ:チャノホコリダニ

ラ:ダイズ、ラッカセイを除く
ら:ハモグリバエ類、オオタバコガに適用（但しダイズ、ラッカセイを除く）
雄:豆類でハスモンヨトウ雄成虫に登録
施:施設栽培

コ:タマナギンウワバ、イラクサギンウワバ、コナガ、オオタバコガ、ヨトウガ、
   シロイチモジヨトウに適用

*a:播種前
*b:播種時
*c:播種前又は植付前
*d:発生初期
*e:発生直前～発生初期
*f:対象作物の栽培全期間
*g:発生初期(但し収穫前日まで)
*h:成虫発生初期～発生終期まで

マ:ダイズ、インゲンマメを除く

キ:ハモグリバエ類（但しダイズ、アズキ、ラッカセイを除く）
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